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＜策定経過＞

あがたの森通り再整備計画は、令和６年度～７年度にかけて

調査、検討を重ねて策定された計画です。２種類のアンケート

調査（沿道事業者・住民対象、中高生対象）や現地調査（歩道

の路面状況、工作物、植栽、景観）等を通じて、あがたの森通

りに対する市民意識や、通りの現状を把握するとともに、沿道

事業者・沿道住民や、関心のある市民が参加するワークショッ

プ（計５回）を開催し、再整備計画で実現したい取組等につい

て意見交換を重ねた結果をもととし、計画策定に至りました。

『あがたの森通り再整備計画』は、令和6年度から7年度にかけて策定しました。策定にあたっては、

沿道事業者や住民、中高生へのアンケートや現地調査等により通りの現状と課題を把握しました。

また、ワークショップ(計5回)を開催し、参加者との意見交換を重ねながら計画内容を検討しました。

令
和
６
年
度

令
和
７
年
度

● 3/19 第１回あがたの森ストリートデザインワークショップ

● 7/31 第２回あがたの森ストリートデザインワークショップ

● 12/21 第４回あがたの森ストリートデザインワークショップ

● 10/1 第３回あがたの森ストリートデザインワークショップ

● 10/13

● 2月 第５回あがたの森ストリートデザインワークショップ（予定）

1～2月 あがたの森通りに関するアンケート

・沿道道事業者･住民アンケート

・中高生アンケート

5～6月 あがたの森通りの現地調査・人流分析
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●
深志二丁目
交差点

●
秀峰学校前
交差点

あがたの森通りは、昭和７年(1932年)に幅員22mの「都市計画街路」として認可され、約90年の歳月

を経て、令和７年度（2025年度）に全線の整備が完成しました。長い年月をかけて「道路を整備する」

段階を終え、これからは整備された道路空間を「いかに使いこなすか」という視点で、通りの質を高め

ていく新たな段階に入ります。

『あがたの森通り再整備計画』は、「いまよりもっと歩きやすく・居心地のよい通り」を目指し、松

本市を代表する目抜き通りとして、県、市、住民、事業者が一体となって育てていくための計画です。

本計画は、この通りの位置づけや魅力・課題をふまえて、「より安全で快適な道づくり」「居心地の

よい道端づくり」「水と緑を感じる道づくり」「芸術・文化が薫る道づくり」の４つのテーマで再整備

の方針を整理しました。

（１）計画の背景と目的

（２）あがたの森通り及び計画の位置づけ

１．あがたの森通り再整備計画とは

あがたの森通りは、松本駅前からあがたの森公園前までの約1.4kmの県管理道路です。この通りは、

松本城・松本駅・あがたの森公園を結ぶトライアングルエリアの一辺を担い、中心市街地の主要な回遊

動線の骨格であり、東西を貫く人と車の移動の幹線軸となっています。

本計画は、市が策定した『松本まちなかグリーンインフラアクションプラン』(令和５年３月)に示さ

れた「地域と進める『緑と花のシンボルストリートデザイン』」を念頭に、まちなか関連の各種計画や

ビジョンとの整合を図りながら、県と市が連携し、公民協働で進めていくものです。

松本市景観計画(改定中)

松本市総合交通戦略(改定中)
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①歩道の広さ

②段差や障害物

のなさ

③車の通行量

④夏場の日陰の

多さ

⑤ベンチなど

休憩する場所

⑥沿道の照明灯

や誘導看板など

の設備

⑦イオンモール

以外の沿道店舗

の魅力

⑧歩道の花壇や

植栽のきれいさ

⑨通りの清潔さ

⑩通りの賑わい

⑪通りの見通し

や眺めの良さ

2.80

3.00

3.20

3.40

3.60

3.80

1.401.601.802.002.202.402.602.803.00

かなりそう思う

14%

そう思うところも

少しある

58%

全くそうは

思わない

22%

わからない

6%

■道路空間

・駅からあがたの森まで一直線に開けた景観

・片側２車線のシンボルストリート

・歩道の幅が広く、安全で歩きやすい

・石張り舗装の歩道が歩きやすく質が高い

■賑わい・居場所

・多世代の歩行者が多く活気がある

・カフェやおしゃれな店舗など魅力的な店舗がある

・ライブハウスや楽器屋など音楽が身近に感じられる

・ポケットパークなど道を逸れた場所にある発見

・松本ぼんぼんの賑わい

・店舗前の空地をオープンスペースとして活用できる

可能性

■緑・水

・沿道の緑や花による彩り

・清掃や樹木の手入れが行き届いている

・雑草に負けていない維持管理

・四季を通じた花飾りの取り組み

・憩いの場となっている美術館前の植栽

・各文化施設が備えている緑(屋上庭園、中庭、公園)

■芸術・文化・景観

・駅からあがたの森まで変化のある街なみ

・趣のある建物の存在

・芸術館、美術館、あがたの森文化会館など芸術・文

化施設の存在

・道路から美ヶ原や北アルプスを望む眺望

・通りの終点があがたの森という魅力

・まっすぐな通りの先への期待感・ワクワク感

■道路空間

・歩道の段差、舗装の劣化による割れ・凹凸

・ゲリラ豪雨時の浸水、路面冠水

・自転車通行帯の一部未整備、運転マナーの問題

・自転車の駐輪場の不足

・交通渋滞(特定の交差点、土日)

・南北方向の路地の幅員の狭さ(緊急車両の進入困難)

・夜間の照明不足(美術館からあがたの森公園の間)

■居場所・賑わい

・休憩施設(ベンチ、屋根のある休憩スペース、給水
スポット等)の不足

・立ち止まりたくなる魅力ある施設や空間の不足

・学生が放課後に立ち寄れる場所の不足

・空き店舗の存在、活用されていない低未利用空間

・大型ビルのグランドレベル(1階部分)の低未利用

・サインや案内表示の不足

■緑・水

・緑陰や日陰の不足(特に北側の歩道)

・街路樹の老化や衰弱

・植栽管理の担い手の不足(住民、事業者の負担)

・花いっぱい運動発祥の地としての花の不足感

・冬期の殺風景さ

・殺風景な駐車場

・鳥害(ムクドリ、カラス)

■アイデンティティ

・通りの統一感のなさ(街路樹、デザイン、景観)

・通りの特色の見出しにくさ

・「あがたの森通り」としての認知不足

あがたの森通りに日々関わりのある沿道事業者、住民の方々や、通学等で利用す

ることの多い中高校生の皆さんからの意見を集めるとともに、ワークショップを５

回開催し、あがたの森通りで実現したいことの議論を重ね、計画策定に至ります。

２．あがたの森通りの魅力と課題アンケート、人流、現地調査結果

２．あがたの森通りの魅力と課題

④ 11項目の満足度と重要度

通りに対する満足度と改善の重要度（11項目･４段階評価）

魅 力 課 題

あがたの森通りには、以下のような魅力と課題があります。

通りの魅力（楽しさ･快適さ）

～・～・～・～・～・～・～・～・～ ・～・～ あがたの森通りの現状に対する認識・評価～・～・～・～・～・～・～・～ ・～・～・～
沿道事業者･住民アンケート（n＝273）

72%

通行のしやすさ（歩行者・自転車）
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背景に色付け
満足度高いほど暖色

満足度低く改善の重要度が高い、
取り上げるべき課題

平均値
3.28

重
要
度

満足度
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平均値

高←

→

低

高←

→低
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平均値
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テーマ１ より安全で快適な道づくり

■ 方針１ 自転車通行帯の連続性確保と通行の安全性向上① 自転車専用通行帯未整備区間の整備

② 既設区間を含む路面の平坦性の確保（段差・凹凸の解消）

③ 自転車レーンと車道の物理的分離（ポール、縁石、植栽等による区切り）

④ 分離ポールの多機能化（案内サイン、パラソル機能等の付加）【専】

⑤ バスベイにおける自転車通行の連続性確保（降車客との接触防止への配慮）【交】

⑥ 自転車専用信号機の設置

３．あがたの森通りの再整備方針

■ 方針２ 歩行空間のユニバーサルデザイン化① 歩道の拡幅整備(すれ違い時に支障のない有効幅員の確保)

② 歩道と車道の段差解消によるフラット化(境界はタイルや植栽で視覚的に区分)

③ 縦断勾配・横断勾配の改善(車いす、キャリーケース利用者への配慮)

④ 視覚障害者誘導用ブロックの適切な配置

⑤ 交差点部における歩行者動線の安全性向上(信号機の改良含む)

⑥ 民地セットバック促進のための制度設計と支援【市】

■ 方針３ グリーンインフラによる雨水管理と浸水対策の強化

① 透水性舗装の導入(歩道部、オープンスペース等) 

② レインガーデン・ロックガーデンの計画的配置(ポケットパーク整備と一体的に実施)【市】

③ 浸透・貯留施設の段階的整備(浸水リスク箇所を優先)【市】

④ 雨水の浸透・貯留機能を持つ植栽帯の整備

⑤ ビオトープ機能を持つ水路・流れの整備検討(雨水管理との統合)【市】【専】

■ 方針４ 夏場の暑熱対策と景観・快適性の向上

① 通りの南北軸を考慮した戦略的な街路樹配置(緑陰の形成)【専】

② 高木の樹種選定と適切な剪定管理(夏季の日射遮蔽と冬季の日照確保の両立)【専】

③ ツタ植物等によるグリーンカーテンの導入【市】【事】

④ 給水スポットの設置(既存井戸の活用等)【市】

⑤ 休憩所の配置(屋根付きベンチ、木陰との組み合わせ)【市】

⑥ ミストシャワーの設置(夏季限定)【市】

＜整備例＞

・ポール型分離施設（取り外し可能なタイプ）

・自転車ピクトグラム路面表示

・矢羽根型路面表示

・自転車専用信号機

＜課題等＞

・現状の道路形態になった歴史的背景を踏まえた整備検討

・事業予算の確保

・自転車専用レーンへの路上駐車対策

・安全性確保のための警察との協力・連携

・車の視認性確保（街路樹の樹高管理との調整）

・共通のルール・マナーの徹底

・沿道店舗利用者の駐車ルールの明確化

＜整備例＞

・インターロッキングブロック舗装

・透水性平板舗装

・視覚障害者誘導用ブロック（JIS規格準拠）

・フラット型歩車道境界ブロック

・カラー舗装（路面を清潔に見せる仕上げ材）

＜課題等＞

・透水性舗装は歩道の再整備と一体で実施することが必要

・事業予算の確保

・美術館・芸術館一帯で路盤を変える必要性の検討

・きれいな水たまり（レイン・ロックガーデン）としてのグリーンイ
ンフラ要素

・地下水と緑が循環できる仕組みの構築

・川の流れの管理（ビオトープ化する場合）

＜整備例＞

・透水性インターロッキング舗装

・透水性アスファルト舗装

・レインガーデン（国府町交差点付近ポケットパーク等）

・ロックガーデン

・浸透桝・浸透側溝

・フラットな花壇（かさ上げのない、浸透機能を持つ）

＜課題等＞

・事業予算の確保

・歩行空間における優先順位の整理（劣化・破損路面の改修、段差・
傾斜の解消、雨水排水、車両出入り等）

・もう少しゆったり歩ける幅への改善

・東電ビル前の歩道でのスケボー利用対策

・美術館西交差点での信号見落とし対策（通りの見通しの良さが招
く）

・交差点横パーキング利用者による一方通行路進入対策

・持続可能な管理者体制の構築

＜整備例＞

・緑陰を形成する高木の植栽

・グリーンカーテン（つる性植物）

・給水機（ボトルフィラー機能付き）

・ミストシャワー設備

・屋根付きベンチ

・パラソル機能付き分離ポール

＜課題等＞

・日射による歩道状況の特性を踏まえた対策（南北の違い）

・事業予算の確保

・緑陰整備後の維持管理体制

・鳥害との兼ね合い（樹木剪定の工夫）

・車の視認性を最優先

・維持管理に湧き水を活用

略称 県以外の関係･主要主体

NPO

･施工者

団体

赤色：県主体の主要事業候補
灰色：県以外が事業主体

実現するために解決、検討が必要な課題

自転車が安全に通行できるよう、あがたの森通り全線にわたって連続する自転車通行帯の整備に向けて取
り組みます。

【実現を目指す取組の方向性】

① 自転車通行帯未整備区間の整備
② 自転車通行帯を含む路面の平坦性の確保（段差・凹凸の解消）

【実現に向けた課題】

a 現在の道路幅員や沿道状況を踏まえた整備手法の検討
b 自転車利用者への通行ルールとマナーの周知徹底
c 路上駐車対策と沿道店舗利用者の駐車ルールの明確化
d バスベイにおける自転車と降車客の接触防止対策

あがたの森通りを誰もが安全・快適に通行できるよう、歩行空間のユニバーサルデザイン化を進め、傷ん
だ路面の改善、段差や傾斜の解消等に取り組みます。

【実現を目指す取組の方向性】

① 縦断勾配・横断勾配の改善(車いす、キャリーケース利用者への配慮)
  ② 歩道の拡幅整備(車いす同士のすれ違いに支障のない有効幅員の確保)

【実現に向けた課題】

a ユニバーサルデザインの視点による現状把握調査の実施
b 改善箇所の優先順位の整理(劣化・破損路面の改修、段差・傾斜の解消、雨水排水処理、車両出入口等)

近年の集中豪雨等による浸水リスクに対応するため、グリーンインフラの手法を活用し、雨水の浸透・貯
留機能の拡充に取り組みます。

【実現を目指す取組の方向性】

① 透水性舗装の導入(歩道部、オープンスペース等)
② レインガーデン等の計画的配置(ポケットパーク整備と一体的に実施)
③ 雨水の浸透・貯留機能を有する植栽帯（雨庭など）の整備

【実現に向けた課題】

a 透水性舗装は歩道の再整備と一体的に実施するため中長期的な対応が必要
b 浸透・貯留機能を持つ植栽帯の拡幅及び必要な資材・設備の導入
c 美術館・芸術館一帯など浸水リスクの高い箇所を優先した段階的整備

夏場の暑さをしのぎながら快適に歩くことができるよう、緑陰の創出や休憩スポット等の効果的な配置に
取り組みます。

【実現を目指す取組の方向性】

① 休憩所の配置(屋根付きベンチ、木陰との組み合わせ)
②通りの南北軸を考慮した戦略的な街路樹配置(緑陰の形成) ※テーマ３方針１

【実現に向けた課題】

a 通り沿いに点在するバス停留所11箇所を休憩所として活用(他の取組と連動)
b 沿道建物の配置と日射による南北の歩道環境の違いを踏まえた街路樹配置計画
c 歩行快適性・車両視認性・景観の三者を両立させる街路樹の剪定管理手法の確立 ※テーマ３方針１
d ミスト装置等の暑熱対策設備の導入検討 ※テーマ２方針１
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誰もが安全・快適に通行できるよう、自転車・歩行者の通行環境の向上と、自然災害のリスクや厳しい夏の暑さ
に対応できる道路空間の整備に向けて取り組みます。



テーマ２ 居心地のよい道端づくり

■ 方針１ 居心地の良い滞留空間づくり① 沿道民地のオープンスペースを活用したポケットパーク整備の支援(民間施設との協働)【市】【事】

② グランドレベル(建物１階)の通りへの開放促進【市】【事】

③ 芝生・人工芝による緑化空間の創出【市】【事】

④ 県産材を使用したベンチ・テーブル等のストリートファニチャーの設置【市】

⑤ 歩道との一体的な空間形成(段差解消、フェンス撤去等)【事】

⑥ 歩行動線と滞留空間の明確な区分け(歩くレーン/たまるレーンの設定)【専】

■ 方針２ 賑わいと回遊性の向上

① 通り沿い全11箇所のバス停留所の統一デザイン整備(城下町・松本らしさの表現)【交】【専】

② 屋根(ひさし)の設置による日除け・雨除け機能の確保【交】

③ つる性植物による緑化(グリーンカーテン、ミストシャワーとの組み合わせ)【市】【交】

④ 給水スポットとしての機能付加【市】

⑤ ベンチ・待合スペースの充実【交】

⑥ 広告枠の設置と維持管理費への還元スキームの構築【市】【交】【事】

■ 方針３ 居心地を高める沿道デザインの誘導

① 沿道店舗等によるオープンテラス・カフェ設置のためのガイドライン策定【市】

② 路上空間の柔軟な利活用を可能とする占用許可基準の緩和

③ マルシェ、ライブ等のイベント開催を想定した多目的利用空間の確保【市】

④ 移動可能なコンテナやベンチ等の仮設ストリートファニチャーの導入支援【市】【事】

① 横丁・横道への誘導サイン(掲示板、案内板)の設置【市】

② 多言語対応のデジタルマップ・QRコード案内システムの導入【市】【観】

③ 沿道各所のスポット間を結ぶ連続的な仕掛けづくり(スタンプラリー、マスコット探し等の企画支援)

【市】【観】【民】

④ 沿道店舗の開口部開放促進による賑わいの可視化【市】【事】

① ファサード(建物正面外観)のデザインガイドラインの策定【市】【専】

② 美術館・芸術館等の文化施設と連動した芸術性の高いストリートデザインの展開【市】【文】【専】

③ 統一性と個性のバランスを保つデザインコードの運用【市】

④ 「緑と花のシンボルストリート」としての植栽デザイン指針の明示【市】【専】

⑤ 沿道施設前の緑化推進と既存樹木の適切な剪定【市】【文】

⑥ 入口部へのベンチ設置等による施設と通りの結節点の魅力向上【市】【文】

＜整備例＞

・イオンモール松本青空駐車場の一部ポケットパーク化

・中部電力ビル前のオープンスペース活用

・昭和ビル前のオープンスペース活用

・ファミリーマート前のオープンスペース活用

・ココス松本源池店駐車場の一部活用

・国府町交差点付近ポケットパーク

・秀峰学校前交差点付近ミニパーク（イオンモール空庭、鉄道給水源
跡）

・塩尻市えんてらす、池袋リビングループのような芝生・人工芝空間

・中町通り東端のポケットパークのような空間

・元町パークレットのようなコニファー植栽

＜課題等＞

・イオンモール、中部電力、昭和ビル、ファミリーマート、ココス等
の各オーナーとの協議と協働

・維持・管理体制の構築（潅水、雑草、ファニチャー等）

・高校生や住民との協働による維持管理

・管理しやすい花木の選択

・チェーンボラード等の撤去（昭和ビル前等）

・歩道から目にとまりやすくなる工夫

・美術館・芸術館の屋上・奥の芝生空間への入りやすさ改善（本来の
設計思想の活性化）

・歩道の拡張、緑陰の整備

・行政（市）との連携

＜整備例＞

・膜構造屋根（バス停）

・軽量・透明性の高い素材の屋根

・細長い形状の屋根（スペースがない箇所）

・屋根&緑（花）のカーテン+広告枠のバス停

・ミストシャワー付きバス停（つる植物による緑化と組み合わせ）

・給水スポット機能を持つバス停

・城下町・松本らしいデザインのバス停

＜課題等＞

・「街場のえんがわ作戦」の旗振り役とプラットフォームづくり

・費用、規制の調整

・イオンモールとの協働

・中部電力ビル裏の駐車場をピックアップの場として活用

＜整備例＞

・「街場のえんがわ作戦」の再実施・拡大

・イオンモール空庭やまびこ広場でのマルシェイベント増加

・昭和ビル前でのイベント・マルシェ・ライブ開催

・中部電力ビル前のカフェ利用、高校生の居場所活用

・芸術館ロータリーの屋根下イベント活用

・第3地区住民の活用の場づくり

・移動可能なコンテナ、ベンチ

＜課題等＞

・安全を最優先→車の視認性

・バス停緑化による緑の維持管理

・広告枠の収入を維持管理費に回せるような仕組みづくり

・歩道も覆えるよう、スペースがない場合は形状を工夫（細長い形状
等）

・沿道店舗の景観にも配慮した素材の選定（軽く透明性の高い素材
等）

＜整備例＞

・横道に誘う掲示板、看板

・街全体を歩き回れるマルシェ

・スタンプラリー

・かくれたマスコットを探す遊び心のある仕掛け

・アプリやQRコードを活用したマップ、まちの案内

・街角のスポットを活かした通り全体のイベント（例:仙台のジャズ
フェスティバル）

＜課題等＞

・観光客がどんな情報をもとに来ているか分析

・美術館での案内サイン増設等に係る予算の確保

＜整備例＞

・イオンモール青空駐車場での美術館・芸術館と連動したデザイン

・草間彌生作品との調和を意識したデザイン

・まつもと市民芸術館前の緑化とベンチ設置

・松本市美術館敷地内樹木の剪定

＜課題等＞

・統一性を担保しつつ屋外の使い方や店舗での個性を強化

・店舗デザインの統一に向けた誘導

略称 県以外の関係･主要主体

NPO

･施工者

団体

赤色：県主体の主要事業候補
灰色：県以外が事業主体

沿道のオープンスペースやバス停留所、路上空間等を、誰もが立ち寄りたくなる居心地の良い滞留空間と
して利活用するための仕組みづくりに取り組みます。

【実現を目指す取組の方向性】

① 沿道民有地のオープンスペースを活用したポケットパーク整備
② 歩道とオープンスペースの一体的な空間形成(段差解消、フェンス撤去等)
③ グランドレベル(建物１階)の通りへの開放促進
④ バス停の多機能化：休憩機能、給水機能、緑化、統一デザイン (バスまち空間の魅力化)
⑤ オープンテラス・カフェ設置のための制度活用
⑥ ベンチやプランター等のストリートファニチャーの導入（県産材の活用）

【実現に向けた課題】

a 民有地所有者・店舗事業者との協議・協働の仕組みづくり
b 道路占用許可基準の緩和
c 交通事業者との調整(安全性・視認性の確保)
d 民間と連携した維持管理体制の構築

横道や周辺の魅力スポットとあがたの森通りとのつながりを深め、通り一帯での賑わいと回遊性の向上に
取り組みます。

【実現を目指す取組の方向性】

① 横丁・横道への誘導サイン(案内板、路面表示等)の設置
② 沿道各所のスポット間を結ぶ連続的な仕掛けづくり(舗装デザイン、サイン等)

  ③ 回遊マップの作成・配布
④ 通り全体での沿道イベントや社会実験の開催

【実現に向けた課題】

a 観光関連団体や情報発信者等との情報共有・協働体制の構築
b 誘導サインのデザイン統一とメンテナンス体制の確立
c 沿道事業者と地域住民の連携強化

あがたの森通りならではの質の高い沿道景観を創出し、歩きたくなる通りの推進に取り組みます。

【実現を目指す取組の方向性】

① ファサード(建物正面外観)のデザインのルールづくり
② 屋外広告物の色彩・デザインのルール化

【実現に向けた課題】

a 建物所有者や店舗事業者のルールに対する理解
b 統一性の担保と店舗ごとの個性の発揮との両立

5

「ただ通り過ぎる道」から「立ち寄りたくなる道端」へ。居心地の良い滞留空間と賑わいのある通りの創出に取
り組みます。



テーマ３ 水と緑を感じる道づくり

■ 方針１ 沿道植栽の戦略的なデザイン ～緑の変化と連続性～① 通り全体を貫く統一テーマに基づく植栽計画の策定(エリアごとの特性を踏まえた樹種構成)【市】【専】

② 高木・中木・低木の階層的配置による立体的な緑の演出【専】

③ 常緑樹と落葉樹、四季折々に花が咲く樹種の組み合わせによる通年の彩り確保【専】

④ 車道と歩道の境界部へのグリーンカーテン(つる性植物)の導入【市】

⑤ 植樹桝のデザイン改善(グリーンファニチャーとしての機能付加、透過性の確保)【専】

⑥ 生物多様性に配慮した植栽計画(鳥との共存を前提とした樹種選定)と鳥害対策【専】

■ 方針２ 沿道店舗等との協働による緑化推進と維持管理
① 沿道店舗等による店先緑化のガイドライン策定【市】

② 各店舗の個性を活かしたコンテナ・プランター設置の推奨と支援【市】【事】

③ 希望店舗による植栽帯の管理・アレンジを可能とする制度設計【市】

④ インセンティブ制度の構築(緑化協力店舗への顕彰、広告枠提供等)【市】

⑤ フラワーコンテスト等のイベント開催支援【市】【民】

⑥ 市民・事業者参加型の維持管理チームの創設支援【市】【民】

⑦ 教育機関(周辺8校)との協働による花育プログラムの展開【市】【文】【事】

■ 方針３ 水の活用と親水空間の創出

① 湧水を活用した親水空間の整備(美術館～イオンモール区間等)【市】【専】

② ビオトープ機能を持つ水路・流れの整備検討(雨水貯留・浸透機能との統合)【市】【専】

③ 水を活かした景観デザインの展開【市】【専】

④ 歴史的給水施設(路面列車のレンガ給水所等)の記憶を伝えるデザイン【市】

⑤ 湧水の見える化と案内サイン充実(駅前からの水のまち感の演出)【市】【観】

① クールスポットの等間隔配置(日除け+給水機能の一体的整備)【市】

② 給水スポットの計画的配置と案内サイン充実【市】

③ 夏季限定のミストシャワー設置(湧水の活用)【市】

④ マイボトル給水システムの導入検討【市】【観】

⑤ 湧水を活用した維持管理(植栽への潅水等)【市】

＜整備例＞

・新規植栽帯（エリア3）での針葉樹、コニファー植栽

・鳥が来にくい低木~樹高2mの植栽

・塞がれた植栽枡の有効活用、追加植栽

・フラットな花壇（かさ上げのない）

・グリーンファニチャー、緑が透ける植樹桝

・新規植栽帯（エリア3）でのオブジェと緑の空間、ベンチ設置

＜課題等＞

・車の視認性を最優先

・予算確保

・維持管理に湧き水を活用、地域ボランティアでみんなで育てる取組

・高木は鳥害、手入れが問題

・鳥害との兼ね合い→専門家の助言、樹木剪定の工夫

・通り全体の中でどのように設計、計画するかを踏まえた上での検討

・緑は鳥害を招くのでは（フン害の発生）→鳥との共存

・音の周波数で鳥よけ（カラス、ムクドリ）

・生き物にも愛情がわく仕掛け、ムクドリも受け入れられるような意
識醸成

＜整備例＞

・あがたの森通り沿いでのフラワーコンテスト開催

・一定区間ごとの植栽・花のテーマ統一

・季節ごとの植栽変更

・各沿道店舗の個性を活かしたコンテナ/プランター

＜課題等＞

・エリア3は道路整備済の箇所（歴史を伝えるものとして路面列車の
給水所があったことを伝える給水スポット）

・川の流れの管理

・地下水と緑が循環できる仕組み

＜整備例＞

・美術館前の親水公園

・美術館~イオンモール間のきれいな水を活かす親水公園的な空間

・イオン駐車場前（トロッコ）路面列車のレンガの給水所があったこ
とを伝える給水スポット

・新規植栽帯（エリア3）での川の流れ→ビオトープ化（雨の日は水
を抜いて溜められる）

・美術館での水を活かした親水空間

＜課題等＞

・地元（町会等）との対話と合意形成を丁寧に

・花いっぱい運動の仕組みの活用・見直し

・高齢化、居住者が少ない現状への対応

・公営orPFI、市民、全体を統括する責任団体組織

・住民が自ら自分の街を良くしたいと思える意識改革ができる取り組
み方

・受け皿の運営、持続可能な仕組み作り

・長期的な持続可能な組織・団体の育成、形成

・区、町会単位での落ち葉清掃等のルール化

・管理区分→各エリアの町内会?、植栽管理基準の設定

・高校への協力、プログラム作りの依頼

・花育はイオンモールとの協働

＜整備例＞

・通りに等間隔にクールスポット（日除け+水飲み場）

・デザイン性のあるマイペットボトル購入で松本の美味しい水を飲み
歩きできる仕組み

・湧き水を使用したミストシャワー（夏期限定）

・給水機（ボトルフィラー機能付き）

＜課題等＞

・湧水をもっと見える化（案内の充実・駅前にも水のまち感、サイン
計画）

・維持管理に湧き水を活用

略称 県以外の関係･主要主体

NPO

･施工者

団体

赤色：県主体の主要事業候補
灰色：県以外が事業主体

地域と進める「緑と花のシンボルストリートデザイン」の実現に向け、良好な歩行環境を創出する植栽計
画を策定し、緑が連なる沿道景観の形成に取り組みます。

【実現を目指す取組の方向性】

① 通り全体を貫く統一テーマに基づく植栽計画の策定(エリアごとの特性を踏まえた樹種構成)
② 高木・中木・低木の階層的配置による立体的な緑の演出
③ 常緑樹と落葉樹や四季折々に花が咲く樹種の組み合わせによる通年の彩り確保

【実現に向けた課題】

a 車両通行の視認性確保(樹種選定、剪定管理等での工夫)
b 植物の健全な生育と良好な沿道空間を保つための維持管理手法の確立(剪定、灌水等)
c 鳥害・病虫害対策(樹種選定、剪定管理等での工夫)

「緑と花のシンボルストリートデザイン」の実現に向け、沿道店舗や市民との協働による緑化推進と持続
可能な維持管理体制の構築に取り組みます。

【実現を目指す取組の方向性】

① 沿道店舗等による店先緑化の推進
② 市民・事業者参加型の維持管理の仕組みづくり
③ 若い世代との協働による花育プログラムの展開（幼少期から）

【実現に向けた課題】

a 沿道店舗による植栽帯の管理・アレンジを可能とする制度設計(花いっぱい運動との連携)
  b 沿道事業者・地域との合意形成と協働体制の構築
c 持続可能な維持管理組織・団体の育成・形成(緑化団体、地域ボランティア等)

  d 教育機関（周辺９校）との連携に向けた調整や協働の仕組みづくり

あがたの森通り沿道で水を活用した景観づくり・維持管理・回遊性向上に取り組みます。

【実現を目指す取組の方向性】

① 水を活かした景観デザインの展開(水盤、せせらぎ、モニュメント等)
② 水にまつわる歴史解説等の案内サインの充実
③ 地下水を活用した維持管理用給水設備の検討(植栽への灌水、歩道の洗浄等)
④ 給水スポット(飲用・散水用)の設置

【実現に向けた課題】

a 松本市の水巡り案内等の取組との連携
b 美術館正面広場を親水空間として活用するための調整
c 給水設備の整備･活用に対する沿道事業者の理解
d 地下水の利用可能性（水質や水量等）の確認
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地域と協働した緑化推進により「緑と花のシンボルストリート」を実現し、豊富な湧水を活かした親水空間の創
出に取り組みます。

沿道にある井戸の利活用に向けた調査



テーマ４ 芸術・文化が薫る道づくり

■ 方針１ 三ガク都を表現する統一的な空間デザイン① 通り全体のデザインコンセプトに基づく照明・ベンチ等の統一デザイン整備【専】

② グリーンインフラの要素を組み込んだストリートファニチャーの開発(植栽と一体となったベンチ等)

【市】【専】

③ アーティスト参加型のファニチャー制作(ベンチ等の芸術作品化)【市】【専】

④ 城下町・楽都・工藝のまちとしての歴史文化を反映したデザイン言語の設定【市】【専】

⑤ 夜間景観を演出する照明計画(影絵、プロジェクションマッピングによる民話の投影等)【市】【専】

⑥ エリア特性に応じたデザインバリエーション(歴史文化に合わせたエリア分け)【市】【専】

① 観光スポット・文化施設等のナンバリングによる回遊促進システムの構築【市】【観】

② 交差点部における歴史ストーリーの解説サイン設置(旧町名、商都の歴史、身分・職業による町割り等)【市】

③ 松本出身の歌人・俳人の歌碑・句碑の設置と解説サイン整備【市】

④ 楽都を表現する音楽モチーフのサイン(譜面デザイン、松本ぼんぼんの楽譜掲載等)【市】

⑤ 伝統工芸品(松本てまり、紬、ほうき等)の案内板設置【市】

⑥ QRコード等のデジタル技術を活用した多言語・多世代対応の情報提供【市】【観】

① 歩道舗装への文化施設誘導案内の組み込み(美術館・芸術館への動線の可視化)【専】

② エリア特性を反映した舗装デザイン(南側歩道への楽器モチーフ等)【専】

③ 地域ゆかりの素材を活用した舗装整備(山辺石は切り出し不可のため代替材検討)【専】

④ グラフィックアートの導入(舗装面・壁面への芸術表現、物体を置かない手法)【市】【専】

⑤ 機能性(歩きやすさ)・安全性との両立を図った舗装材の選定【専】

⑥ 車道部の景観舗装の検討(アスファルト舗装からの質的転換)【専】

① 小規模なアート・音楽発表の場の点在的配置(魅力的なスポットの増殖)【市】【文】【民】

② 沿道店舗のガラス面へのアート展示促進(ガラスへの直接描画、夜間景観向上)【市】【事】【専】

③ 壁面アートの展開(パブリックアートとしての位置づけ)【市】【専】

④ 「言葉の展示」による文学への誘い(文芸作品の引用展示等)【市】【文】

⑤ イベント時の演出・装飾の計画的展開(クラフトフェア、セイジ・オザワ松本フェスティバル等との連動)

【市】【文】【民】【観】

⑥ 大学生等の若い世代の参加・協力による発表機会の創出【市】【文】【民】

■ 方針３ アートを身近に感じるギャラリーストリート化

① 「楽都・岳都・学都」を統合的に表現するデザインコンセプトの確立【市】【専】

② トライアングルエリア(松本城-松本駅-あがたの森)のボトム軸としての位置づけ明確化【市】

③ 工藝・美術、音楽・劇の「近代」から「現代」への文化的連続性の可視化【市】【文】【専】

④ 素材・デザインのストーリー性の表現(通りの成り立ち、歴史の重層性)【市】【専】

⑤ 観光客のみならず地元住民の再認識を促すデザイン展開【市】【住】【民】

⑥ 「花と緑のシンボルストリート」と「文化芸術性」の統合による独自の「松本らしさ」の創出【市】【専】

＜整備例＞

・統一感、松本らしさ、テーマ性のある照明

・影絵やプロジェクションマッピングで路上に松本の民話を投影

・アーティストが制作するベンチ

・あがたの森通りならではのベンチ（グリーンインフラの要素を加え
て）

・グリーンファニチャー

・県産材を使用したベンチ・テーブル

＜課題等＞

・予算と長期計画

・地元（各町会）との合意形成

・統一感、イベント時にフラッグ等飾りやすい通りづくり

・形だけでなく活動の息吹を感じられること（人の巻き込み）

・夜間演出での沿道店舗の協力、電気代の補填

＜整備例＞

・観光スポットを番号付けして回遊できる仕組みづくり

・交差点部分のストーリー性を案内（昔、身分や職によって町が分か
れていた）

・松本ぼんぼんの楽譜掲載などの案内サイン

・松本市出身の歌人や俳人の作品による歌碑や句碑、解説サイン

・イベントでウォーキングの歌巡りや俳句巡り

・伝統（工芸品）文化を案内板で伝える（松本てまり、紬、ほうき
等）

・日常的に「楽都」を表現する案内サイン（譜面のモチーフ、草間水
玉）

＜課題等＞

・案内サインももっと松本のカラーを出して、わかりやすいものに→
歩道が案内サインになるとよい

・市民（子ども~お年寄りまで）観光客を含めてまち歩きを促すサイ
ン（シンプルなもの）

・伝統文化→今はネット活用で不要かも?（検討の余地）

＜整備例＞

・舗装の一部に文化施設等への誘導案内

・南側の歩道は芸術館まで「楽」→楽器のデザイン

・物体を置かず地面や壁などどこにでも描けてアーティストの色を出
せるグラフィックアート

・車道を長野市の中央通りのような舗装に（地元のゆかりのある素材
山辺石など敷石に）

・カラー舗装（路面を清潔に見せる仕上げ材）

＜課題等＞

・誘導案内がかえって美観を損なわないか?

・長期全体計画とそれに基づく段階的整備

・山辺石はもう切り出しできない（代替材の検討）

・凍結しやすい環境で石畳の限界がある（凍害対策）

・トライアングルの他の辺にも反映させられるデザインが必要

・山が望める景観

・範囲設定をする、わかりやすくデザインをする

・歩道デザインを分ける

・松本らしいデザイン

＜整備例＞

・アート・音楽など小さな発表の場の点在（魅力的な場の存在を増や
す）

・ガラス張りの店舗にアートを飾る（ガラスに直接描いてもよい）夜
間の景観向上にも

・壁面アート

・文学への興味を誘う「言葉の展示」

・メインのイベント（クラフトフェア、セイジオザワ松本フェスティ
バル）に関連するイベント、演出作り

＜課題等＞

・音楽を常に流す、まちのBGM、クラッシック?

・芸術文化の質を落とさないようにする工夫が必要

・夜間演出での沿道店舗の協力、電気代の補填

・壁面アートの適切な維持管理

・大学生（学生）の協力

＜整備例＞

・３ガク都をイメージさせるデザイン

・トライアングルエリアのボトムであるあがたの森通り（松本城-松
本駅-あがたの森）

・工藝・美術、音楽・劇を近代軸、現代を感じられるまち

・歴史文化に合わせた統一デザイン採用、エリア分け

＜課題等＞

・トライアングルの他の辺にも反映させられるデザインが必要

・山が望める景観への配慮

・範囲設定をする、わかりやすくデザインをする

・歩道デザインを分ける

・店舗デザインの統一

略称 県以外の関係･主要主体

NPO

･施工者

団体

赤色：県主体の主要事業候補
灰色：県以外が事業主体

松本駅からまっすぐ伸びる目抜き通り・あがたの森通りを、松本らしさを感じ取れるシンボルストリート
として、統一感のあるデザイン整備に取り組みます。

【実現を目指す取組の方向性】

① 統一感のあるストリートファニチャー(照明、ベンチ等)の統一デザイン整備
② エリア特性を反映した舗装デザイン(楽都を表現する音楽モチーフ等)
③ 文化施設への誘導を組み込んだ歩道舗装の整備(美術館・芸術館への動線の可視化)

【実現に向けた課題】

a 地元(各町会)、松本市、観光関係者等との合意形成
b 通りの統一感と松本らしさの表現方法の検討

■ 方針２ 松本の歴史・文化を伝える案内サインの充実

あがたの森通りを歩くことで、通りの歴史・文化を知る機会を提供する案内・解説サインの設置に取り組
みます。

【実現を目指す取組の方向性】

① 楽都を表現する音楽モチーフのサイン設置(譜面デザイン、松本ぼんぼんの楽譜掲載等)
② 松本の伝統工芸品や文学作品を紹介する解説サインの設置
③ 岳都を表現する山並みの眺望ポイント案内
④ QRコード等のデジタル技術を活用した多言語・多世代対応の情報提供

【実現に向けた課題】

a 市民から観光客、子どもから高齢者までが楽しめるシンプルで分かりやすい内容の検討
b ストリートファニチャーとの統一感・一体感の創出
c デジタル情報の更新や維持管理体制

あがたの森通りを芸術文化の発信拠点とし、アートを身近に感じるギャラリーのような通りの創出に取り組み
ます。

【実現を目指す取組の方向性】
① 小規模なアート・音楽発表の場の点在的配置(壁面アート、オープンギャラリー等)
② イベント時の演出・装飾の計画的展開(クラフトフェア、セイジ・オザワ松本フェスティバル等との連動)
③ 沿道店舗のウィンドウギャラリー化の推進

【実現に向けた課題】

a アーティストとの協働運営の仕組みづくり
b 既存のイベント実行委員会との調整・協力体制
c 芸術文化の質を保つための選定基準の策定
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あがたの森通りで松本らしさを感じ、芸術・文化を身近に楽しめるシンボルストリートの創出に取り組みます。



水を活かした景観
デザインの展開

自転車専用通行帯
未整備区間の整備

オープンテラス・
カフェ設置のため
の制度活用

・再整備計画の取組は、事業化できるものから順次取り組んでいきます。

・取組の事業化にあたって、必要なルール作りを進めます。

・再整備計画は、えきまえエリアビジョンとの整合を図ります。そのため、
必要に応じて事業の見直しにも対応します。

通りとシーンの図 →横軸にしたほうがよいあがたの森通りの将来イメージ

テーマ２ 居心地のよい道端づくり

（１）沿道オープンスペースの公共的な利活用の促進

（２）バス待ち空間の快適性の向上

（３）路上空間の柔軟な活用促進

（４）来街者の回遊性の向上

（５）沿道景観の質を高めるデザイン誘導

テーマ４ 芸術・文化が薫る道づくり

（１）松本らしさを感じるストリートファニチャーの整備

（２）松本の歴史･文化を伝える案内サインの充実

（３）文化のストーリーを感じる舗装デザイン

（４）ギャラリーストリート化

（５）３ガク都・松本のシンボルストリートへの深化

沿道店舗等による
店先緑化の推進

沿道植栽による緑
の変化と連続性

バス停の多機能化：休
憩機能、給水機能、緑
化、統一デザイン (バ
スまち空間の魅力化)

ベンチやプランター
等のストリートファ
ニチャーの導入

市民・事業者参
加型の維持管理
の仕組みづくり

沿道民有地のオー
プンスペースを活
用したポケット
パーク整備

スポット

雨水の浸透・貯留
機能を有する植栽
帯（雨庭など）の
整備

グランドレベル(建
物１階)の通りへの
開放促進

通り全体での沿道イ
ベントや社会実験の
開催

ギャラリーストリート
（壁面アート）

エリア特性を反映し
た舗装デザイン

地下水を活用した
維持管理用給水設
備の検討

水にまつわる歴
史解説等の案内
サインの充実

（１）自転車通行帯の連続性確保と通行の安全性向上

（２）歩行空間のユニバーサルデザイン化

（３）グリーンインフラによる雨水管理と浸水対策の強化

（４）夏場の暑熱対策と景観・快適性の向上

テーマ１ より安全で快適な道づくり

テーマ３ 水と緑を感じる道づくり

（１）沿道植栽の戦略的なデザイン ～緑の変化と連続性～

（２）沿道店舗等との協働による緑化推進と維持管理

（３）水を感じる・水を魅せるデザイン

（４）湧水の有効活用と水場の整備

ギャラリーストリー
ト（壁面アート）

伝統工芸や文学作品な
どの伝える解説サイン
の設置

岳 楽 学

3ガク都を表現する
デザインコンセプト
の確立

歩行空間のユニバー
サルデザイン化

組み合わせによる
通年の彩り確保

通り全体スポット通り全体

～・～・～・～・～・～ ・～・～・～・～ あがたの森通りで実現したい取組やシーンのイメージ ～・～・～・～・～・～ ・～・～・～・～
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４．計画の進め方

9

教育機関市民団体

2026 2027 2032  2033～
(R8)        (R9)                 (R14)  (R15)

【取組の事業化】

・維持管理の改善

・ソフト事業

・既存施設改修

など

・再整備計画の取組は、事業化できるものから順次取り組んでいきます。

・取組の事業化にあたっては、その事業に参加し取り組みたいと考える地域住民、
沿道事業者、市民団体などが参加しやすく、活動しやすくなるために必要なルー
ルや、支援の基盤づくりを進めます。

・再整備計画は、えきまえエリアビジョンなどの松本市の関連計画とのとの整合を
図ります。そのため、必要に応じて再整備計画での事業の見直しにも対応します。

まちなか
ウォーカブル
推進計画の作成

まちなかウォーカブル
推進計画の策定→事業化

本計画に基づく再整備は、行政が連携し、沿道事業者、町会、地域住民、利用者等と協働しながら、

できるものから段階的に進めていきます。

沿道事業者地域住民

県・市

・取り組むためのルール作り
・必要な資材準備

・情報発信 等
・仲間あつめ
・事業の中でやりたいこと、
取り組みたいことの具体化 等

支援・協力

官民学連携での事業の進め方イメージ

事業実施

連携・調整

～短期 ～中期 長期～

・自転車専用通行帯整備

・歩道のユニバーサルデザイン化

・グリーンインフラ導入

など

・植栽の再配置

・協働体制の深化

など

・短期：維持管理の改善、ソフト事業、既存施設の改修

・中期：自転車通行帯整備、歩道のユニバーサル化、グリーンインフラ導入

・長期：植栽の再配置、協働体制の深化

・県:道路整備、交通管理、街路樹管理等

・市:グリーンインフラ、景観誘導、イベント支援、地域調整等



長野県松本建設事務所 計画調査課

長野県松本市大字島立1020 松本合同庁舎４階 TEL：0263-40-1961（代表）
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